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11月1日発行

本会議／開会
　
本会議／質疑・一般質問

文教福祉委員会
経済企業委員会
建設環境委員会
総務委員会
本会議／討論・採決

8月27日（月）
9月  4日（火）

 　　   ～　　
 7日（金）

11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
21日（金）

● 議長就任挨拶 ････････････････････････
● 中学生議会 ･･･････････････････････････
● ９月定例会 ･･･････････････････････････
● 委員長報告 ･･･････････････････････････
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2市議会だより第53号（平成30年９月定例会）

平成30年度
八代市中学生議会
開催される

　市町村合併 10周年を記念して３年おきに開催され
ている八代市中学生議会の第２回目が、８月７日に
八代市議会本会議場で開催され、市内各中学校から
２名の代表者が市政に対する質問や意見・要望を述
べました。

議長　福嶋　安徳

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
去
る
八
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
様
の
御
推
挙
を
受
け
、
合
併
後
八
代
目
と
な
る
八
代
市
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
職
責
の
重
さ
を
十
分
認
識
し
、
開
か
れ
た
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
今
年
は
、
日
本
各
地
で
地
震
や
豪
雨
・
台
風
に
伴
い
、
甚
大
な
被
害

が
多
発
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
だ
熊
本
地
震
の
爪
跡
も
残
る
中
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
防
災
対
策
は
も
と
よ
り
、
深
刻
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
行
政
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
厳
し
い
市
政
の
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
多
岐
に
わ
た
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
そ
し
て
地
方
分
権

時
代
が
本
格
化
す
る
今
、
市
議
会
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
、
従
前
に
増
し
て

格
段
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
一
層
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
そ
の
役
割
と
重
責
を
改
め
て
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
な
が
ら
、
審
議
・
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

福
嶋
議
長

　
　
就
任
挨
拶

【主な質問内容】
○熊本地震を受けての今後の復興について
○災害に強い安心・安全なまちづくりについて
○地域の活性化と文化交流について
○伝統と文化の継承について
○環境問題について
○障がい者の自立と支援について
○農業人口の確保・育成とイグサを保護する取り
　組みについて

平成30年度
八代市中学生議会
開催される

福
嶋
議
長

　
　
就
任
挨
拶
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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
去
る
八
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
様
の
御
推
挙
を
受
け
、
合
併
後
八
代
目
と
な
る
八
代
市
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
職
責
の
重
さ
を
十
分
認
識
し
、
開
か
れ
た
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
今
年
は
、
日
本
各
地
で
地
震
や
豪
雨
・
台
風
に
伴
い
、
甚
大
な
被
害

が
多
発
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
だ
熊
本
地
震
の
爪
跡
も
残
る
中
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
防
災
対
策
は
も
と
よ
り
、
深
刻
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
行
政
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
厳
し
い
市
政
の
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
多
岐
に
わ
た
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
そ
し
て
地
方
分
権

時
代
が
本
格
化
す
る
今
、
市
議
会
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
、
従
前
に
増
し
て

格
段
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
一
層
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
そ
の
役
割
と
重
責
を
改
め
て
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
な
が
ら
、
審
議
・
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中学生議会を体験して感じたこと

議長を務めた　
　村島　悠斗 議員

（東陽中）

副議長を務めた　
　大野　義一朗 議員　　　　

（第一中）

　議長という貴重な体験をさせてもらったが、

緊張して声があまり出ていなかったり、舌が

回らなかったりすることがあった。

　でも、いい体験ができたと思う。後輩にも

ぜひチャレンジしてもらいたい。

　自分の考えた意見が実際に八代市への意見

として通ったことがとても嬉しかった。

　また、今まで知らなかった八代市の取り組

みは自分たちの生徒会活動にも参考になると

思うから良かったと思う。

　
そ
の
他
の
感
想

●
中
学
生
議
会
に
参
加
し
て
、
市
長
さ
ん
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
中
で
発
表
す
る
の
は
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
大
き
な
声

で
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
八

代
の
現
状
・
未
来
に
つ
い
て
と
て
も
考
え
ら
れ

た
一
日
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

今
後
も
っ
と
八
代
が
良
い
と
こ
ろ
に
な
る
よ
う

に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
私
自
身
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
答

弁
を
聞
け
、
新
し
い
発
見
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
学
校
の
人
の
質
問
や
答
弁
も
し
っ
か

り
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
会
に
つ
い
て

も
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、

知
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

●
今
回
の
中
学
生
議
会
で
市
に
対
す
る
関
心
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
に
自
分
が
協

力
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
積
極
的
に
行
動

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
今
回
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ち
中
学
生
で
あ
る
私
の
思

い
が
、
市
長
に
届
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
す
八
代
市
が
さ
ら
に
よ
い
方
向
に
進
む
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
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4市議会だより第53号（平成30年９月定例会）

工 事 名
工 事 場 所
契 約 金 額
契約の相手方

：八代市本庁舎外解体工事
：八代市松江城町１番 25 号
：５億９７６万円
：園川組・土井組・吉田開発
建設工事共同企業体

　9月定例会は、８月 27日から９月 21日まで開催され、条
例議案６件、予算議案４件、発議案３件、その他 5件を審議
しました。
　主な議案は次のとおりです。

（主なものを
　抜粋して掲載）条例制定・改正など

YATSUSHIROSHI

◆契約の締結について

◆八代市坂本地域福祉センター条例等の一部改正等について

　坂本地域福祉センター、鏡老人デイ・サービスセンター
及び東陽地域福祉保健センターで実施しているディサー
ビス事業を廃止し、並びに各地域の福祉（保健）センター
の施設間における利用権の譲渡等の禁止事項、使用料の
還付等に関する規定の統一を図るに当たり、関係条例の
改正・廃止を行うもの（平成３１年４月１日施行）

◆日奈久温泉イベント広場条例の
　　一部改正について

　観光施設の適正な管理及び運用を図るため、
施設等の利用負担の観点から、施設利用を有料
化するに当たり、使用料に関する規定を新設す
るもの（平成３０年１０月１日施行）

八代宮
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施設整備事業
◆本市が所管する施設において、建築基準法施行令の基準に
不適合と認められるコンクリートブロック塀が確認され、
安全性を確保する観点から改修に必要な経費を補正するもの。

　　　　農林水産施設　１施設　　　91 万円
　　　　公園施設　　　 2 公園　　308 万円
　　　　小学校　　　　 6 校　　1681 万円
　　　　中学校　　　　 3 校　　1355 万円
　　　　社会教育ｾﾝﾀｰ　 3 施設　　173 万円

生活交通確保維持事業

◆八代駅は本市の重要な交通拠点であり、市民
の利便性を確保する必要がある事から、八代駅
駅舎改築工事に合わせ、バス乗り場や屋外トイ
レを結ぶ通路へのシェルター（ひさし）等設置
工事に要する経費を補正するもの。

八代駅バス停シェルター（ひさし）等設置工事

　　　　　　2,100 万円

予 算
平成 30 年度一般会計補正予算　4 億 6,610 万円

（主なものを抜粋して掲載）

市立病院外来機能譲渡に伴う
　　　　　　　　　　　関連経費等
◆仮設外来診療棟を譲渡するにあたり、病院本
館から接続している給水設備、電気設備及び通
信設備等の改修工事費等、必要な経費を補正す
るもの。

仮設外来診療棟改修工事費　

　　　　2,582 万円
リース資産繰上償還　　　

　　　　3,060 万円
レントゲン撮影装置等

　　　　1,880 万円

◆平成３０年６月１９日、７月５日～８日にかけての梅雨前線豪雨及び７月３日～４日の台風７号で被災
した施設の速やかな復旧・復興を図るため、予算補正を行うもの。（なお、本事業については、専決処分したものもある）

災害復旧事業（補正措置分）
　　（１）公共土木施設災害復旧費　　　　　６，６３０万円
　　　　　　　道路橋梁施設：4,730 万円、河川施設：1,900 万円
　　（２）農林水産施設災害復旧費　　　　　３，７３０万円
　　　　　　　農業施設：650 万円、　林道施設：3,080 万円
　　（３）公立学校施設災害復旧費　　　　　　　５７５万円

※専決処分したもの（1,000 円未満切り捨て）
　　　・公共土木施設災害復旧費　　　　３，５９０万円
　　　　　　　道路橋梁施設：2,500 万円、河川施設：1,050 万円
　　　　　　　港湾施設：40 万円
　　　・農林水産施設災害復旧費　　　　３，５７６万円
　　　　　　　農業施設：802 万円、　林道施設：2,774 万円
　　　・公立学校施設災害復旧費　　　　　　２０３万円
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委
員
長
報
告

文
教
福
祉
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

説
明
　
本
事
業
は
、
適
応
指
導
教
室
の
く
ま
川
教
室

に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
施
行
令
の
基
準
に
適
合
し

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
確
認
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
教
室
側
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
児
童
生
徒
が
日
常
、
通
行
す
る
可
能
性
が

あ
る
二
カ
所
に
つ
い
て
、
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら

上
段
二
段
を
撤
去
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

説
明
　
今
回
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
今
年
度
末
に

予
定
し
て
い
る
外
来
機
能
譲
渡
と
病
院
事
業
廃
止
に

向
け
、
病
院
本
館
か
ら
引
き
込
ん
で
い
る
給
水
設

備
、
電
気
設
備
及
び
通
信
設
備
を
単
独
設
備
と
し
て

切
り
離
す
経
費
な
ど
の
補
正
及
び
、
建
築
基
準
法
施

行
令
の
基
準
に
不
適
合
と
認
め
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
に
必
要
な
経
費
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

説
明
　
本
事
業
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父
が
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得

の
た
め
、
一
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
修
業
期
間
中
の
生
活
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
給

付
さ
れ
る
「
母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
」
の
支
給
対
象
が
、
本
年
度
、
制
度
改
正
に
よ
り

拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
分
と
、
給
付
金
の
新

規
申
請
者
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
不
足
分
を
今
回
、
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

答
　
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
駐
車
場
と
民
家
の
間
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
撤
去
し
た
こ
と
に
よ

り
教
室
が
外
か
ら
見
え
る
状
況
に
は
な
ら
な
い
。

答
　
今
回
、
新
た
に
七
名
が
対
象
と
な
り
、
増
額
と

な
っ
た
。

答
　
本
改
正
は
平
成
三
十
年
四
月
か
ら
の
適
用
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
准
看
護
学
校
卒
業
後
、
引
き

続
き
高
等
看
護
学
校
へ
通
わ
れ
る
方
が
対
象
で
あ
る

た
め
、
在
学
二
年
目
の
方
や
一
旦
就
職
さ
れ
た
方
は

対
象
と
は
な
ら
な
い
。

答
　
外
来
機
能
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
現
在
協
議
中
で

あ
る
。
外
来
機
能
譲
渡
に
際
し
、
仮
設
診
療
棟
を
単

独
で
機
能
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置
は
、
危
険
性
の
あ
る
病
院
本

館
に
残
っ
て
お
り
、
安
全
性
の
面
か
ら
も
移
設
す
る

　全
て
の
議
案
を
本
会
議
で
き
め
細
か
く
審
議
す

る
こ
と
は
効
率
的
で
は
な
い
た
め
、
八
代
市
議
会

に
お
い
て
は
、
所
管
の
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審

査
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
審
査
・
調
査

を
行
っ
た
結
果
は
、
委
員
長
か
ら
本
会
議
に
お
い

て
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
九
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
委
員

長
報
告
を
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
平
成
三
十
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
六
号

　中
、
歳
出
の
第
九
款
・
教
育
費
、
第
一
項
・
教
育
総
務

　費
、
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
費
の
教
育
サ
ポ
ー
ト
事

　業
七
十
九
万
一
千
円
に
つ
い
て

◆
平
成
三
十
年
度
八
代
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
・
第

　一
号
に
つ
い
て

◆
平
成
三
十
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
六
号

　中
、
歳
出
の
第
三
款
・
民
生
費
、
第
二
項
・
児
童
福
祉

　費
、
児
童
福
祉
総
務
費
の
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
対
策

　事
業
八
百
三
十
五
万
三
千
円
に
つ
い
て

問
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
外
か
ら
室
内
が
見
え
な
い
よ

う
、
目
隠
し
の
目
的
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

撤
去
後
、
代
わ
り
に
な
る
も
の
を
設
置
す
る
予
定
は

あ
る
の
か

問
　
今
後
、
譲
渡
す
る
予
定
の
病
院
に
対
し
、
今
回

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

問
　
制
度
改
正
に
よ
る
増
額
分
の
内
容
に
つ
い
て

問
　
現
在
、
高
等
看
護
学
校
に
通
わ
れ
て
二
年
目
の

方
や
准
看
護
師
と
し
て
一
旦
就
職
さ
れ
た
後
、
高
等

看
護
学
校
に
通
わ
れ
る
方
も
対
象
と
な
る
の
か

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業
及
び
中
学
校
施
設
整
備
事

　
業
に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
施
行
令
の
基
準
に
不

　
適
合
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
確
認

　
さ
れ
た
も
の
の
、今
回
、補
正
の
改
修
対
象
と
な
っ

　
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
存
在
す
る
小
中
学
校
に

　
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
に
係
る
国
か
ら
の
予
算
措
置
に

　
つ
い
て
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必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装

置
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
整
備
し
た
機
器
で
あ
り
、

耐
用
年
数
も
大
幅
に
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
更

新
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装

置
は
診
療
所
の
機
能
と
し
て
は
最
低
限
必
要
な
医
療

機
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
的
な
立
場
か
ら
も
考

慮
し
、
今
回
、
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
設
環
境
委
員
会

総
務
委
員
会

説
明
　
本
市
下
水
道
事
業
の
概
況
と
財
務
諸
表
等
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
度
の
建
設
改
良
工
事
や
下

水
道
使
用
料
に
係
る
調
定
な
ど
、
経
営
成
績
及
び
財

政
状
態
に
つ
い
て
説
明

説
明
　
本
事
業
は
、
現
在
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
に
よ
り
改
築
中
で
あ
る
八
代
駅
の
新
駅
舎
に
つ
い

て
、
駅
を
利
用
す
る
市
民
や
観
光
客
等
の
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
の
た
め
、
当
該
改
築
工
事
に
合
わ
せ
、
本
市

が
駅
舎
か
ら
バ
ス
乗
り
場
や
屋
外
ト
イ
レ
ま
で
の
区
間

に
駅
舎
と
一
体
感
の
あ
る
日
よ
け
、
雨
よ
け
用
の
ひ
さ

し
と
な
る
シ
ェ
ル
タ
ー
及
び
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
す
る

た
め
の
経
費
で
あ
る
。

答
　
当
該
資
産
は
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
今
後
の

二
次
拡
張
等
の
施
設
用
地
の
た
め
に
確
保
し
た
水
処

理
セ
ン
タ
ー
の
用
地
で
あ
っ
た
が
、
過
去
、
本
市
で

開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
の
際
に
、
球
技
場
と
し

て
当
該
用
地
を
整
備
さ
れ
て
以
来
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
し
て
目
的
外
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
使
用
目
的
で
は
、
国
庫
補
助
金
の
返
還
等

が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、
長
年
に
渡
り
国
と
協
議
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
今
回
、
国
か
ら
一
般
会
計
へ
の

無
償
譲
渡
で
あ
れ
ば
、
国
庫
補
助
金
の
返
還
は
必
要

な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
売

却
損
は
生
じ
る
も
の
の
譲
渡
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

答
　
八
代
駅
舎
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八

年
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
中

で
、シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
設
置
の
要
望
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
九

州
と
し
て
は
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
原
状
復
帰
を

す
る
と
の
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ェ
ル
タ
ー

等
に
つ
い
て
は
、
市
に
お
い
て
、
今
回
の
駅
舎
改
築

に
合
わ
せ
、
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

答
　
外
来
機
能
譲
渡
に
向
け
て
協
議
は
進
め
て
い

る
。
現
地
で
外
来
診
療
を
継
続
す
る
た
め
に
、
仮
設

診
療
棟
を
一
つ
の
建
物
と
し
て
機
能
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
最
低
限
必
要
な
経
費
と
し
て
、
本

館
に
あ
る
老
朽
化
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置
を
移

設
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
更
新
す
る
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
る
。

意
見
　
病
院
本
館
を
解
体
す
る
に
当
た
り
、
本
館
か

ら
接
続
し
て
い
る
電
気
や
水
道
設
備
を
改
修
す
る
必

要
が
あ
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置
に
つ
い
て
は
、　

医
療
的
な
立
場
か
ら
も
最
低
限
必
要
な
医
療
機
器
で

あ
る
と
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
で
あ
る
。

　
現
状
の
診
療
を
維
持
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ

り
、
地
元
住
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
状
態
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
賛
成
で
あ
る
。

意
見
　
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
経
緯
及
び
、
今
回
の
補

正
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
理
解
し
た
い
と
思
う
。

意
見
　
譲
渡
が
決
定
し
て
い
な
い
中
、
こ
れ
だ
け
の

設
備
投
資
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
が
た

い
部
分
が
多
く
、
反
対
で
あ
る
。

◆
平
成
二
十
九
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処

　分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
三
十
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
七
号

　に
つ
い
て
、
歳
出
の
第
二
款
・
総
務
費
、
第
一
項
・
総

　務
管
理
費
、
交
通
防
犯
対
策
費
の
生
活
交
通
確
保
維
持

　事
業
二
千
百
万
円
に
つ
い
て

問
　
固
定
資
産
の
売
却
損
に
係
る
一
般
会
計
へ
の
無

償
譲
渡
の
内
容
に
つ
い
て

問
　
八
代
駅
新
駅
舎
改
築
に
関
連
す
る
予
算
を
、
今

回
、
本
市
に
お
い
て
計
上
し
た
経
緯
に
つ
い
て

問
　
今
回
、
高
額
な
機
器
更
新
は
譲
渡
す
る
予
定
の

医
療
機
関
と
協
議
の
う
え
設
備
投
資
を
す
る
も
の
か

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
本
事
業
の
財
源
に
つ
い
て

○
今
回
設
置
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
の
仕
様
及
び
強
度
に

　
つ
い
て
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質 疑
一 般 質 問

　議案に対する質疑と市政の各般にわたる一般質問は、９月４日から７日までの 4 日間、14 人が通
告・登壇し、幅広い活発な議論が展開されました。
　主な質問のあらましと答弁の要旨は、次のとおりです。（通告順）

○
平
成
三
十
年
度
前
期
定
期
監
査
と
そ
の
報
告

　
内
容
に
つ
い
て

○
地
元
企
業
の
育
成
と
活
用
に
つ
い
て

◆
地
元
企
業
の
育
成
と
活
用
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
公
共
事
業
が
果
た
す
役
割
を
伺
う
。

○
市
立
病
院
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て

○
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
に
対
す
る
本
市
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
本
市
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
や
つ
し
ろ
の
現
状
に
つ

　
い
て

○
国
道
四
四
三
号
沿
い
の
道
の
駅
設
置
に
つ
い
て

◆
市
立
病
院
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て

大倉 裕一

橋本 幸一

質問通告

質問通告

問答
　
財
務
部
長
　
本
市
の
公
共
事
業
に
お
い
て
地
元

企
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
元
企
業
の
育
成
が
図

ら
れ
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
と
新
た
な
雇
用

の
創
出
も
期
待
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
法
人
市
民

税
な
ど
市
税
の
収
入
増
加
も
見
込
ま
れ
、
ひ
い
て
は

本
市
の
財
政
面
に
対
し
て
も
有
利
な
影
響
が
及
ぶ
た

め
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。

答
　
市

　長
　
平
成
三
十
年
度
末
に
予
定
し
て
い
る

市
立
病
院
の
外
来
診
療
機
能
の
事
業
譲
渡
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
と
と
も

に
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
引
継
ぎ
を
行
う
た
め
、
施
設
改

修
等
の
期
間
も
考
慮
し
た
う
え
で
今
回
の
補
正
予
算

提
案
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
市
立
病
院
廃
止
に
伴
う

医
療
機
能
再
編
計
画
に
基
づ
き
熊
本
総
合
病
院
と
事

業
継
承
に
向
け
た
協
議
も
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
及
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
ま
だ
公
表
で
き
る
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
。

答
　
財
務
部
長
　
全
て
を
地
元
企
業
で
行
う
こ
と
は

困
難
と
想
定
さ
れ
る
が
、
で
き
る
限
り
地
元
企
業
等

へ
の
配
慮
を
行
い
た
い
。
特
記
仕
様
書
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い
て
市
民
は
地
元
企
業

へ
の
発
注
を
望
ん
で
い
る
。
公
共
事
業
が
果
た
す
役

割
か
ら
も
地
元
発
注
は
影
響
が
大
き
い
と
述
べ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
新
庁
舎
建
設
に
お
い
て
地
元
企
業
等
へ

の
発
注
を
ど
の
程
度
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

ま
た
地
元
発
注
を
仕
様
書
へ
反
映
す
る
考
え
を
伺
う
。

問
　
国
民
健
康
保
険
八
代
市
立
病
院
廃
止
に
伴
う
医

療
機
能
再
編
計
画
は
、
八
代
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
及
び
、
熊
本
県
医
療
審
議
会
で
、、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
定
例
会
で
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
廃
止
条
例
と
同

時
に
提
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
廃
止
条
例
よ

り
前
に
提
案
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容
及
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

議会�より�ック 1.indb   8 2018/10/18   11:53



9 市議会だより第53号（平成30年９月定例会）

答
　
市

　長
　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
本
年
度
末

の
病
院
事
業
の
廃
止
に
向
け
、
外
来
機
能
譲
渡
及
び

事
業
廃
止
に
関
す
る
準
備
経
費
な
ど
を
提
案
し
て
い

る
。
熊
本
総
合
病
院
と
の
外
来
診
療
の
事
業
譲
渡
の

協
議
は
進
め
て
い
る
が
、
施
設
改
修
な
ど
の
工
事
期

間
を
考
慮
し
、
市
の
判
断
と
し
て
予
算
を
あ
ら
か
じ

め
確
保
し
て
お
く
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
、

三
二
・
八
％
。
生
活
保
護
世
帯
の
六
〇
・
一
％
が
高
齢

者
世
帯
で
あ
り
、
収
入
が
少
な
く
生
計
が
維
持
で
き

な
い
こ
と
に
加
え
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
費
用
が

賄
え
な
い
な
ど
、
介
護
を
理
由
と
す
る
申
請
が
増
加

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
抱
え
る
課
題
に
は
、
就
労
の

場
の
不
足
、
経
済
的
困
窮
、
単
身
高
齢
者
の
増
加
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
の
働
く
場
の
提
供
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る

負
担
の
軽
減
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相

談
受
付
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

答
　
市

　長
　
当
初
方
針
に
変
更
な
い
。
仮
に
予
定
の
補

助
額
よ
り
低
く
な
っ
た
場
合
で
も
予
定
ど
お
り
実
施
し
た

い
。

答

　健
康
福
祉
部
長
　
熊
本
見
守
り
応
援
隊
に
よ
る

支
援
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
に
情
報
の
提
供
を
依

頼
し
、
包
括
的
な
対
応
・
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
市
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
を
も
っ
て
市
立
病

院
を
廃
し
、
病
床
は
熊
本
総
合
病
院
及
び
八
代
北
部

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
、
外
来
診
療
機
能
は
熊
本
総

合
病
院
へ
の
譲
渡
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
今
回
、

外
来
診
療
等
の
整
備
や
病
院
廃
止
に
伴
う
関
連
予
算

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
譲
渡
後
の
外
来
診
療

運
営
に
際
し
て
、
市
は
補
助
金
を
出
さ
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
予
算
の
提
出
根
拠
に
つ
い
て

問
う
。

問
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
保
護
を
受
給
す
る
高

齢
者
世
帯
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
高
齢
者
が
暮
ら

し
に
く
い
社
会
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
高
齢
化
の
状
況
並
び
に
高
齢
者
の
生
活
保
護

受
給
の
状
況
及
び
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
高

齢
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
こ
と
し
の
夏
、
八
代
市
で
も
八
月
の
平
均
気
温
が
観

測
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。
熱
中
症
が
原
因
で
、
全
国
で

は
百
五
十
五
人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
熱
中
症
は
政

府
も
自
然
災
害
と
捉
え
て
お
り
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
設
置
の
た
め
予
算
措
置
す
る
方
針
を
固
め
た
が
、

そ
の
予
算
規
模
、補
助
率
、採
択
率
等
に
課
題
も
あ
る
。
仮
に
、

補
助
率
が
低
く
見
直
さ
れ
た
場
合
、
本
市
の
持
ち
出
し
が

ふ
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
来
年
度
中
に
全
て
の
幼
稚
園
と

中
学
校
に
、
再
来
年
度
に
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
と
い
う
本
市
の
当
初
の
方
針
に
変
更
は
な
い
か
伺
う
。

問
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
供
給
停
止
に
関
連
し
、
国
内
で
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
。
県
、
本
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
見
守

り
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

○
八
代
市
立
病
院
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

○
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
エ
ア
コ
ン

　
設
置
に
つ
い
て

◆
八
代
市
立
病
院
に
つ
い
て

橋本 徳一郎

質問通告

○
高
齢
者
の
貧
困
に
つ
い
て

○
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て

○
市
管
理
温
泉
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◆
高
齢
者
の
貧
困
に
つ
い
て

庄野 末藏

○
酷
暑
に
対
す
る
本
市
の
認
識
と
市
民
の
健
康
と

　
生
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て

○
若
い
世
代
が
活
躍
で
き
る
若
者
政
策
に
対
す
る

　
本
市
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
酷
暑
に
対
す
る
本
市
の
認
識
と
市
民
の
健
康
と
生

　命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て

西濵 和博

質問通告

質問通告
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○
小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
捉
え
る
観
光

　
振
興
に
つ
い
て

◆
小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

北園 武広

質問通告

質問通告

○
八
代
地
域
の
イ
産
業
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

○
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

○
農
機
具
に
対
す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

◆
八
代
地
域
の
イ
産
業
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
イ
産
業
は
、
生
産
者
の
必
死
の
努
力

で
今
日
が
あ
る
。
平
成
十
六
年
に
中
国
産
畳
表
が
大
量

に
輸
入
さ
れ
、
価
格
の
低
迷
に
よ
り
平
成
二
十
九
年
に

は
作
付
面
積
・
農
家
戸
数
、
生
産
枚
数
等
が
全
盛
期
の

十
分
の
一
ま
で
激
減
し
、
産
地
が
危
急
存
亡
の
秋
と

な
っ
て
い
る
。
畳
文
化
の
維
持
や
継
承
、
発
展
に
は
、

国
の
法
整
備
の
特
別
立
法
の
制
定
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
。
市
長
の
特
段
の
理
解
と
見
解
を
問
う
。

答
　
市
長

　イ
業
振
興
の
た
め
の
特
別
立
法
の
制
定
が

実
現
す
れ
ば
、「
畳
文
化
の
維
持
・
継
承
・
発
展
」
に

繋
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
生
産
者
を
初
め
イ
産
業
に

か
か
わ
る
方
々
の
意
欲
向
上
に
寄
与
し
、
産
地
の
存
続

に
向
け
た
大
き
な
弾
み
と
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て

は
、
八
代
市
議
会
イ
業
振
興
議

員
連
盟
や
県
議

会
イ
業
振
興
議
員
団
、
県
や
氷

川
町
、
八
代
地

域
農
業
協
同
組
合
、
業
界
団
体

な
ど
と
連
携

し
、
日
本
一
の
イ
グ
サ
・
畳
表

の
産
地
と
し

て
、
特
別
立
法
に
向
け
た
積
極

的
な
要
望
活
動

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
児
童
の
放
課
後
対
策
に
つ
い
て

○
本
市
に
お
け
る
水
産
業
振
興
に
つ
い
て

○
本
市
の
国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
本
市
に
お
け
る
水
産
業
振
興
に
つ
い
て

前川 祥子

質問通告答
　
農
林
水
産
部
長
　
本
市
水
産
業
は
、
漁
獲
量
の

減
少
、
魚
価
の
低
迷
に
加
え
、
漁
業
者
の
減
少
及
び

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、ノ
リ
養
殖
の
衰
退
、

平
成
二
十
三
年
に
は
、
ア
サ
リ
が
壊
滅
的
被
害
に
あ

う
等
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
様
な
中
、
一
部

漁
場
で
の
ア
サ
リ
資
源
が
回
復
す
る
等
、
明
る
い
兆

し
も
見
え
て
い
る
。
今
後
も
、
効
果
の
期
待
で
き
る

取
組
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
水
産
資

源
の
回
復
・
増
大
に
資
す
る
取
り
組
み
を
複
合
的
に

推
進
し
な
が
ら
稼
げ
る
水
産
業
の
実
現
を
図
る
。

答
　
総
務
企
画
部
長
　
今
回
の
西
日
本
豪
雨
に
お

い
て
は
、
特
別
警
報
が
激
し
い
雨
の
中
、
真
夜
中
に

発
表
さ
れ
た
こ
と
が
避
難
所
に
避
難
し
た
人
が
少
な

か
っ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
教
訓
と
し
、
地
域

防
災
計
画
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
、
気
象
庁
が

発
令
す
る
気
象
情
報
を
も
と
に
、
速
や
か
に
避
難
情

報
の
発
令
を
行
う
こ
と
、
明
る
い
う
ち
に
、
早
め
の

予
防
的
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
な
ど
を
繰
り
返
し

市
民
に
周
知
徹
底
を
行
い
、
よ
り
一
層
速
や
か
な
判

断
と
避
難
行
動
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

答
　
教
育
部
長

　教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
社
会
体

育
移
行
後
の
ク
ラ
ブ
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
市

長
部
局
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
供
た

ち
が
楽
し
く
活
動
で
き
、
保
護
者
が
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

答
　
経
済
文
化
交
流
部
長
　
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

社
会
体
育
の
視
点
か
ら
想
定
さ
れ
る
課
題
の
整
理
や
移

行
後
の
予
算
確
保
、
適
切
な
体
制
作
り
な
ど
十
分
に
協

議
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。

問
　
古
く
か
ら
本
市
水
産
物
の
安
定
供
給
の
た
め
、

漁
業
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
現

在
、
全
国
的
に
水
産
資
源
の
減
少
、
魚
食
離
れ
、
安

価
な
水
産
物
の
輸
入
等
に
よ
る
魚
価
の
低
迷
。
ま
た

漁
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
直
面
し
、
本
市
も
例
外
で
は
な
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
本
市
の
水
産
業
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
、
ま
た
特
に
こ
れ
ま
で
効
果
が
あ
っ
た
施
策
に
つ

い
て
問
う
。

問
　
本
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
は
、
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
た
が
、
実
際
の
避
難
者
は
非
常
に
少
な

く
、
避
難
行
動
の
お
く
れ
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
犠

牲
者
も
二
百
人
を
超
え
、
平
成
に
入
っ
て
の
最
悪
の

豪
雨
災
害
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
決
し
て
他
人
事

と
捉
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
市
は
、
こ
の

西
日
本
豪
雨
災
害
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
教
訓
と
な
っ
た
の
か
を
問
う
。

問
　
八
代
っ
子
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
確
立
に
向
け

た
新
た
な
取
組
み
の
創
出
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と

し
て
地
域
に
寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
八

代
っ
子
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め

に
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
・
連
携
し
て
い
く
の
か
問
う
。

問
　
八
代
っ
子
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
安
定
し
た
運

営
が
で
き
る
ま
で
の
自
立
期
間
と
し
て
、
具
体
的
に
平

成
三
十
一
年
度
か
ら
三
ヵ
年
間
を
設
け
た
ら
ど
う
か
、

ま
た
予
算
確
保
と
体
制
整
備
も
含
め
た
考
え
を
問
う
。

○
西
日
本
豪
雨
の
教
訓
か
ら
見
え
て
き
た
特
別

　
警
報
発
令
時
の
避
難
に
つ
い
て

○
雨
天
時
に
お
け
る
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技

　
大
会
の
会
場
整
備
に
つ
い
て

○
八
代
市
結
婚
活
動
応
援
事
業
に
つ
い
て

◆
西
日
本
豪
雨
の
教
訓
か
ら
見
え
て
き
た
特
別
警
報

　発
令
時
の
避
難
に
つ
い
て 太田 広則
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○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

○
八
代
市
中
学
生
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
に
お
け
る
男
女
混
合
名
簿
に
つ
い
て

◆
小
中
学
校
に
お
け
る
男
女
混
合
名
簿
に
つ
い
て

○
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

金子 昌平

質問通告

○
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
後
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

○
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
対
す
る
市
の
対
応
と

　
課
題
に
つ
い
て

○
八
代
民
俗
伝
統
芸
能
伝
承
館
（
仮
称
）
整
備
の
進

　
捗
状
況
に
つ
い
て

○
フ
ー
ド
バ
レ
ー
や
つ
し
ろ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
本
市
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
過
疎
地
域
へ

　
の
対
応
に
つ
い
て

◆
八
代
民
俗
伝
統
芸
能
伝
承
館
（
仮
称
）
整
備
の
進

　捗
状
況
に
つ
い
て

中村 和美

質問通告答

　経
済
文
化
交
流
部
長
　
八
代
民
俗
伝
統
芸
能
伝
承
館

（
仮
称
）
の
設
計
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
設
計
者
の
公
募
を
行
い
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
設
計
者
選
定
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
東
京
都
の

株
式
会
社
平
田
晃
久
建
築
設
計
事
務
所
を
設
計
者
に
選
定

し
た
。
来
年
六
月
末
の
設
計
完
了
を
予
定
し
て
お
り
、
本

体
工
事
の
竣
工
は
二
〇
二
〇
年
度
末
を
見
込
ん
で
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
市
民
意
見
を
反
映
し
た
伝
承
館

の
設
計
と
市
の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
八
代
の
歴
史
や
財
産
を
、
後
世
に
残
し
、
八
代
の
伝
統
・

文
化
を
子
々
孫
々
ま
で
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
伝
承
館
建

設
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
本
議
員
も
期
待
す
る
。
そ
こ
で
、

現
在
、
建
設
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
、
完
成
予
定
時
期
を

伺
う
。
ま
た
、
建
設
後
本
町
中
央
商
店
街
へ
観
光
客
を
呼
び

込
む
こ
と
が
大
切
と
思
う
。
本
町
商
店
街
の
活
性
化
対
策
の

重
要
課
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

質問通告

橋本 隆一

答
　
教
育
部
長
　
本
市
で
は
、
全
て
の
小
・
特
別
支

援
学
校
、
約
六
割
の
中
学
校
で
男
女
混
合
名
簿
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
実
施
率
の
増
加
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
中
学
校
で
は
男
女
別
の
授
業
の
実
施

等
に
よ
り
、
男
女
混
合
名
簿
の
導
入
に
踏
み
切
れ
な

い
背
景
が
あ
る
が
、「
八
代
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

に
掲
げ
る
本
市
の
将
来
像
を
踏
ま
え
つ
つ
、
性
別
で

役
割
分
担
を
考
え
る
固
定
観
念
を
な
く
し
、
子
供
た

ち
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
ま
だ
導
入
し
て
い
な
い
学
校

に
対
し
て
、
男
女
混
合
名
簿
の
導

入
を
す
す
め
て
い
く
。

答
　
経
済
文
化
交
流
部
長
　
市
で
は
、
新
た
な
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
八
代
お
も
て
な
し

プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
や

伝
承
館
（
仮
称
）
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
新
庁
舎
建
設
に
あ
わ
せ
て
実
施

し
、
中
心
市
街
地
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
あ
わ

せ
て
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

今
後
も
関
係
部
署
等
と
も
連
携
を
図
り
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
学
校
に
お
け
る
男
女
混
合
名
簿
の
取
り
組
み
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
視
点
か
ら
関
連
す
る

テ
ー
マ
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
市
に
お
け
る
男
女
混
合

名
簿
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
認
識
に
つ
い
て
。
ま

た
、
男
女
混
合
名
簿
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。
さ

ら
に
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
の
二
年
間
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
心
商
店
街
で
は
、
出

店
誘
致
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
新
庁
舎
や
伝
承
館
と
の
連
携
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な
ど
、
活
性
化
を
戦
略
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
市
の
認
識
を
伺
う
。
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○
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
に
つ
い
て

○
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
市
有
施
設
・
所
有
地
の
除
草
に
つ
い
て

○
南
部
幹
線
（
県
工
事
区
間
）
の
進
捗
に
つ
い
て

◆
南
部
幹
線
（
県
工
事
区
間
）
の
進
捗
に
つ
い
て

堀 徹男

質問通告答
　
建
設
部
長
　
県
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
用
地
測
量
・
橋
梁
の
詳
細
設
計
が
完
了
し
、
前

川
両
岸
付
近
か
ら
用
地
取
得
を
進
め
て
い
る
。
平
成

二
十
九
年
度
末
で
の
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
三
％
の
進

捗
で
あ
り
、
二
〇
二
四
年
度
の
完
成
に
向
け
、
予
算

確
保
に
努
め
て
い
く
。
市
と
し
て
も
市
長
自
ら
先
頭

に
立
ち
予
算
確
保
の
要
望
に
務
め
て
い
く
。

答
　
市

　長
　
市
立
病
院
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
あ
り
方
検
討
会
」「
病
院
事

業
検
討
会
」
に
お
け
る
庁
内
職
員
や
医
療
関
係
者
、

宮
地
校
区
長
・
婦
人
会
長
な
ど
の
地
元
住
民
も
交
え

た
長
期
に
渡
る
検
討
の
積
み
重
ね
に
加
え
、
八
代
市

郡
の
医
師
会
代
表
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

上
で
今
回
の
再
編
計
画
が
最
善
の
解
決
策
で
あ
る
と

考
え
決
断
し
た
。
今
後
も
地
元
の
熱
意
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
整
形
外
科
診
療
な
ど
今
以
上
に
充
実
し
た
医

療
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
供
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議

を
進
め
て
い
く
。

答
　
経
済
文
化
交
流
部
長
　
現
在
、
本
市
の
二
十
五

カ
所
の
体
育
施
設
の
う
ち
七
カ
所
が
室
内
競
技
場
で

あ
り
、
活
用
方
針
に
つ
い
て
は
、「
八
代
市
体
育
施

設
あ
り
方
検
討
会
」
か
ら
の
提
言
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、「
八
代
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

や
提
言
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
体
育
施
設
の
個
別
施

設
計
画
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中

で
、
防
災
拠
点
や
避
難
所
の
確
保
と
い
う
視
点
か
ら

県
立
体
育
館
の
誘
致
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
実

現
性
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
都
市
計
画
道
路
・
南
部
幹
線
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
工
事
区
間
が
供
用
開
始
さ
れ
た
現
在
、
そ
の
北
側

部
分
は
麦
島
幹
線
と
丁
字
路
で
結
節
し
て
い
る
が
、
信

号
機
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
小
・
中
学
生
の
登

下
校
時
を
は
じ
め
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
朝
の
通
勤

時
間
帯
の
車
の
右
左
折
時
に
も
、
い
つ
交
通
事
故
が
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
ほ
ど
危
険
な
要
素
を
は
ら
ん

で
い
る
。
信
号
機
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
地
域

の
要
望
に
は
、
全
線
開
通
が
前
提
で
あ
る
と
の
回
答
で

交
通
事
故
防
止
を
願
う
要
望
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
前
川
を
挟
む
区
間
の
全
線
開
通
は
い
つ
な
の
か
県

側
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
本
病
院
再
編
計
画
に
つ
い
て
市
は
、
議
会
で
の

議
論
を
含
め
市
民
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る

と
思
う
。
し
か
し
、
一
部
の
住
民
か
ら
話
し
合
い
や

説
明
も
な
く
、
廃
止
は
無
責
任
で
あ
る
と
の
声
を
聞

く
が
、
実
情
を
伺
う
。
ま
た
、
多
く
の
住
民
は
、
診

療
内
容
が
充
実
し
た
現
地
で
の
外
来
継
承
を
望
ん
で

お
り
、
本
議
員
も
再
編
計
画
は
正
し
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
結
末
を
期
待
し
て
い
る
。
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

問
　
市
の
第
二
次
総
合
計
画
の
中
で
は
、
人
口
を

十
二
万
人
維
持
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
交
流
拠
点
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
拠
点
づ
く
り
は
重
要
な
構
想
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
市
は
、
県
南
の
中
心
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
立
体
育
館
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
県
南
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
と
し
て
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。
市
の
考
え
を

問
う
。

○
八
代
市
立
病
院
に
つ
い
て

○
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

◆
八
代
市
立
病
院
に
つ
い
て

髙山 正夫

質問通告

○
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
ク
ル
ー
ズ
客
船
入
港
に
伴
う
受
け
入
れ
対
策
に

　
つ
い
て

○
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

百田 隆

質問通告
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管内調査について
日　程　平成 30 年７月 27 日㈮
視察先　　●高田コミュニティセンター　　

　　　　　●宮地コミュニティセンター

　　　　　●旧 宮地東小学校

総務委員会

各常任委員会の活動報告　（H30.7 月以降）

　総務委員会では、「安心・安全で魅力ある都市を築く」をテーマに、本市の行財政全体を見渡し、様々
な行政課題の解決に向けて取り組んでいきます。また、本市の指針となる総合計画についても、より
良い事業が実施されるよう、協議・調査を進めていきます。

★所管事項
　　●市長公室の所管に属する事項
　　●総務企画部の所管に属する事項
　　●財務部のうち財政課、新庁舎建設課、市民税課、資産税課及び納税課の所管に属する事項　　
　　●市民環境部のうち市民活動政策課、市民課及び人権政策課の所管に属する事項
　　●会計課の所管に属する事項
　　●選挙管理委員会、監査委員及び公平委員会の所管に属する事項

主な調査項目
　　●行財政の運営に関する諸問題の調査　　
　　●総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査

参加委員 前川祥子（委員長） 村川清則（副委員長）
大倉裕一 橋本隆一 古嶋津義 村上光則 村山俊臣

《視察先での様子》
▼高田コミュニティセンター ▼宮地コミュニティセンター ▼旧 宮地東小学校

　高田コミュニティセンターは、昭和４８年に建築され、市内コミュニティセンターの中でも最も古く、さ
らには熊本地震の影響により建物内に大きな亀裂が入るなどしたことから、平成３２年度の改築に向け、計
画が進められている。そのような状況を調査するため、現地視察を行った。

　宮地コミュニティセンターは、施設管理業務の一部を宮地まちづくり協議会に委託しており、同協議会に
おいて、さまざまな取り組みがなされているところである。今回、まちづくり協議会から話を伺うことにより、
コミュニティセンターの現状や課題を調査するため、現地視察を行った。

　旧宮地東小学校は、ファシリティーマネジメントの活用事例であり、廃校となった学校校舎を民間に貸し
付けることにより、歳出の削減や地域の活性化を図るなどの効果を得られているところである。今回、本市
におけるファシリティーマネジメントの先駆的取り組みを調査するため、現地視察を行った。
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文教福祉委員会

《第３回管内調査を終えて》
　今年度、当委員会が担当します官民を問わない施設・事業の実態調査を行っております。制度改正等

に伴い、さまざまな課題も見えてきました。今後も定例会月を除く各月に管内調査を行い、市民の皆様

の福祉向上のために、日々研鑽を重ねて参ります。

主な調査項目
　　●教育に関する諸問題の調査　

　　●保健・福祉に関する諸問題の調査

★所管事項
　　・健康福祉部の所管に関する事項

　　・教育委員会の所管に関する事項

管内調査について

参加委員 上村哲三（委員長） 橋本幸一（副委員長）
金子昌平 鈴木田幸一 野㟢伸也 橋本徳一郎 福嶋安徳

《視察先での様子》

▼聖愛幼稚園 ▼老人憩の家 ▼集いの家

保育現場の現状等について説明を受
け意見交換後、園内を視察しました。

娯楽室・浴場を視察し、利用者の方
から貴重なご意見を伺いました。

施設の代表者から説明を受け、障が
い者の方々の作業の様子を見学しま
した。

　文教福祉委員会では、「誰もが幸せを実感できる暮らしの実現」に向け、地域医療と福祉の充実や
高齢者と障害者の見守り、また、健康長寿の推進とより良い教育環境の整備に向けた取り組みについ
て協議を進めています。

日　程　平成 30年８月６日㈪
視察先　　●学校法人八代聖愛学園　認定こども園　聖愛幼稚園
　　

　　　　　●八代市西松江城　老人憩いの家

　　　　　●ＮＰＯ法人八代福祉開発・集いの家

　認定子ども園とは、教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方の機能を併せ持つところです。
（対象は 0歳～ 5歳）保護者が働いている・いないに関わらず、3～ 5歳のどのお子さんも利用できるため、
保護者の就労状況が変化した場合でも、通い慣れた園を継続して利用できることが大きなメリットになりま
す（0～2歳のお子さんは、保育の必要性の認定を受けることが必要です）。また、認定こども園では、園に通っ
ていないお子さんのご家庭でも、子育て相談や親子交流の場として利用可能である。そのような状況を調査
するため、現地調査を行った。

　老人憩の家は、市町村の地域において高齢者に対し教養の向上やレクリエーション等のための場を提供し、
高齢者の心身の健康の増進を図ることを目的として、1965 年に厚生省社会局長が各都道府県知事に通知し
た「老人憩の家設置運営要綱」に沿って市町村が設置する高齢者福祉施設である。その施設の状況を把握す
るために、現地調査を行った。

　集いの家は、障がいを持つ方が住み慣れた地域で家族や友達と暮らす社会を実現するため就労の機会を提
供し生産活動に係る知識や能力向上の支援を行っている。その支援の内容について現地調査を行った。
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平成３０年９月定例会採決結果
〔全会一致で可決した議案〕

〔賛成多数により可決した議案〕

議案番号 議　　案　　名
議案第　９７号 平成２９年度八代市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第　９８号 平成２９年度八代市病院事業会計決算の認定について
議案第　９９号 平成２９年度八代市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第１００号 平成３０年度八代市一般会計補正予算（第６号）
議案第１０１号 平成３０年度八代市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議案第１０３号 専決処分の報告及びその承認について（平成３０年度八代市一般会計補正予算（第４号））
議案第１０４号 専決処分の報告及びその承認について（平成３０年度八代市一般会計補正予算（第５号））
議案第１０５号 市道路線の認定について
議案第１０６号 契約の締結について
議案第１０８号 八代市建築基準条例及び八代市手数料条例の一部改正について
議案第１０９号 八代市坂本地域福祉センター条例等の一部改正等について
議案第１１０号 八代市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
議案第１１１号 日奈久温泉イベント広場条例の一部改正について
議案第１１２号 八代市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について
議案第１１３号 八代市簡易水道事業給水条例の一部改正について
議案第１２５号 平成３０年度八代市一般会計補正予算（第７号）

議案番号 議　　案　　名

福
嶋
　
安
徳

田
方
　
芳
信

成
松
由
紀
夫

増
田
　
一
喜

金
子
　
昌
平

北
園
　
武
広

百
田
　
　
隆

上
村
　
哲
三

髙
山
　
正
夫

前
川
　
祥
子

橋
本
　
幸
一

谷
川
　
　
登

村
川
　
清
則

古
嶋
　
津
義

村
山
　
俊
臣

西
濵
　
和
博

中
村
　
和
美

鈴
木
田
幸
一

橋
本
　
隆
一

太
田
　
広
則

橋
本
徳
一
郎

庄
野
　
末
藏

亀
田
　
英
雄

山
本
　
幸
廣

堀
　
　
徹
男

野
㟢
　
伸
也

大
倉
　
裕
一

村
上
　
光
則

議案第102号
平成３０年度八代市病院事業会計補
正予算（第１号）

‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

議案第107号
熊本県後期高齢者医療広域連合規約
の一部変更について

‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第126号
教育委員会委員の任命につき同意を
求めることについて（松永　松喜氏）

‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

議案第127号
監査委員の選任につき同意を求める
ことについて　　　（増田　一喜氏）

‐ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

○＝賛成　×＝反対　－＝議長及び欠席者　除＝除斥（規定により採決に加われない）　※福嶋安徳議員は議長のため採決には加わっておりません

◆演　題　『地域を元気に～心がフッと軽くなる
　　　　　　　　　　　　　「瞬間の心理学」～』

◆講　師　精神科医、相愛大学、高野山大学客員教授　
　　　　　名越　康文氏

第26回熊本県市議会議員研修会
開催されました。

　去る８月２０日、熊本市のＫＫＲホテル熊本にお

いて熊本県市議会議員研修会が開催され、本市議会
の議員も多数参加しました。
　本研修は、議員の資質向上を図ることを目的に、
熊本県市議会議長会の主催により、県下14市議会

の議員を対象として行われました。
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　猛
暑
、
西
日
本
豪
雨
、
迷
走
台
風
、

北
海
道
地
震
。
七
月
か
ら
異
常
気
象

や
天
災
が
続
き
ま
し
た
。
犠
牲
者
の

方
々
に
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上

げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
念
し
ま
す
。

　「
未
曾
有
」「
想
定
外
」「
記
録
的
」

等
以
前
は
事
象
後
に
聞
い
て
い
た
も

の
が
、
最
近
で
は
注
意
喚
起
の
言
葉

と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
面
、

慣
れ
も
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
く
ら
い
な

ら
避
難
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
の
思

い
が
生
死
を
分
け
た
と
聞
き
ま
す
。

　ま
た
、
必
要
な
情
報
が
必
要
な
人

に
届
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
の
伝
達
・
共

有
化
は
、
有
事
は
勿
論
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。

　八
代
市
議
会
は
議
会
だ
よ
り
や
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
、
情
報
開
示
・

伝
達
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　八
代
市
議
会
広
報
委
員
会

　

　
十
月
十
一
日
（
木
）
に
本
市
で
「
熊
本
県
市
議
会
議

長
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
市
議
会
か
ら
正

副
議
長
が
参
加
し
、
国
に
対
し
て
、
教
職
員
や
学
校
支

援
職
員
を
適
正
に
配
置
す
る
た
め
の
施
策
や
財
政
的
な

補
助
を
求
め
る
議
案
、
中
九
州
地
域
の
交
通
網
の
整
備

促
進
を
求
め
る
議
案
の
二
議
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
九
州
市
議
会
議
長
会
へ
提
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
ー
「
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
」

の
施
設
見
学
や

八
代
外
港
地
区

で
四
月
か
ら
供

用
開
始
し
た

「
新
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
」

内
に
お
い
て

ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
の
視
察

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

エコエイトやつしろ

新コンテナターミナル

熊
本
県
市
議
会
議
長
会
開
催

平成 29年度決算に係る審査について
　平成29年度八代市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算が、9
月定例会閉会日の9月 21日に上程され閉会中の継続審査に付さ
れました。なお、全ての決算議案については、各常任委員会で認
定がなされました。各常任委員会の審査日程は下記のとおりです。

※これまでの決算審査は、決算審査特別委員会を設置しており
ましたが、平成 28年度分から同特別委員会は設置せず、関係
する常任委員会に分割付託し審査が行われました。

決算審査に係る各常任委員会の審査日程

9 月　28日（金） 文教福祉委員会
10月　　1日（月） 建設環境委員会
10月　　2日（火） 経済企業委員会
10月　　5日（金） 総務委員会
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